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しんち未来塾

若者がフリーマーケットを主催

力の限り　がんばれ！

「鬼は外～
　　福は内～」

　次代を担う地域リーダーの育成を目指す『しんち
未来塾』主催のフリーマーケットが２月６日、農村
環境改善センターで行われました。
　当日は、あいにくの大雪でしたが、15 の出店参加
があり、塾生によるバレンタインチョコ、豚汁の無
料サービスも行いました。

スポーツ激励金交付式
剣道の林さんと
尚英中バスケットボール部を激励
　各種大会に出場する団体を激励するスポーツ激
励金交付式が２月２日、町役場で行われました。
　激励金を交付されたのは、東北選抜優勝剣道大
会に出場する林達也さん（小高工業高校１年）と
第４回福島県中学生バスケットボール交流大会に
出場する尚英中学校バスケットボール部のみなさ
んです。

駒ヶ嶺保育所鬼行列

かわいい鬼行列が地域を歩く
　駒ヶ嶺保育所の子どもたちによる鬼行列が２月
３日、保育所周辺で行われました。かわいい鬼の
お面をかぶった子どもたちが、「鬼は外、福は内」
をかけ声に行進しました。沿道には、この日を楽
しみにしていた地域のみなさんが駆けつけ、子ど
もたちの鬼行列を見守りました。

　未来塾では、フ
リーマーケットの収
益金１万２千２６０
円を未来を担う若者
のためにと町に寄付
しました。
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伝統ある日本音楽に親しむ邦楽体験教室が２月 10日、
駒ヶ嶺小学校で行われました。
民謡の伴奏や音楽によるボランティア活動などを行って
いる藤丸流聖友会のみなさんによる指導のもと、５、６
年生が三味線や尺八の演奏を体験しました。
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学ぶ意学ぶ意欲を育欲を育むむ楽楽習習
がが　　く　く　　　しゅうしゅう
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現
在
、学
校
教
育
の
現
場
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
（
経
験
）
教
育
、
体
験

学
習
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら

学
ぶ
能
力
を
養
う
教
育
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
変
化

に
対
応
で
き
る
力
、
自
己
の
進
路

を
選
択
で
き
る
力
を
養
い
、
社
会

人
と
し
て
自
立
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
教
育
で
す
。

一
般
的
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
（
職
業
体
験
）
や
経
験
者
に
よ

る
講
演
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
、

人
間
関
係
が
上
手
く
築
け
な
い
、

自
分
で
意
志
決
定
が
で
き
な
い
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
精
神
的
・
社

会
的
な
自
立
の
遅
れ
や
、
進
学
も

就
職
も
し
な
か
っ
た
り
、
就
職
し

て
も
長
続
き
し
な
い
こ
と
な
ど
が

社
会
問
題
化
し
て
き
た
こ
と
に
あ

り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
や
体
験
学
習
に

よ
る
働
く
こ
と
へ
の
関
心
・
意
欲

の
向
上
や
、
進
路
へ
の
関
心
・
意

欲
の
向
上
は
、
学
習
意
欲
に
も
結

び
つ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
内
の
小
・
中
学
校
で
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
体
験
学
習
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。
尚
英
中
学
校
で
は
、

町
内
の
公
共
機
関
や
事
業
所
な
ど

で
の
職
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

実
際
に
働
い
て
み
る
こ
と
で
、
働

く
こ
と
に
対
す
る
意
識
を
養
う
と

と
も
に
、
進
路
の
選
択
肢
を
増
や

す
取
り
組
み
で
す
。

　

ま
た
、外
部
か
ら
講
師
を
迎
え
、

講
演
会
や
体
験
教
室
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル（
経
験
者
）

の
話
を
聞
く
こ
と
で
、
児
童
、
生

徒
の
関
心
・
意
欲
を
向
上
さ
せ
ま

す
。

　

尚
英
中
学
校
で
行
っ
た
郷
土
出

身
者
講
演
会
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道

局
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
荒
強
さ
ん

（
釣
師
地
区
出
身
）
を
講
師
に
迎

え
ま
し
た
。

　

荒
さ
ん
は
、
報
道
カ
メ
ラ
マ
ン

と
し
て
全
国
を
飛
び
回
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
件
や
ニ
ュ
ー
ス
の
現
場

を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。現
在
は
、

報
道
局
映
像
セ
ン
タ
ー
の
チ
ー
フ

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
番
組
の

制
作
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

01　 生徒からお礼の言葉と花束を受け取る
荒さん

02　邦楽体験教室
03　狂言鑑賞教室

「動物を見ていると
自分が思いもしなかった
生命観がある。
相手を知る、思いやるとは
どういうことなのかを痛感した」

「五感を使って
さまざまなものを見てほしい。
見たことのない景色を見ることで
自信が生まれ、
将来の目標に近づく」

学校教育は、今
―　自ら学ぶ・他者から学ぶ　―

旭山動物公園長　坂東　元さん

ＮＨＫ報道局映像センター
チーフディレクター
　荒　強さん（釣師出身）
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講
演
で
は
、
仕
事
の
魅
力
や
、

現
場
で
体
験
し
た
こ
と
に
触
れ
、

こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
生
徒

ら
を
、目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば
っ

て
ほ
し
い
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
尚
英
中
学
校
で
行
っ
た

教
育
講
演
会
で
は
、
北
海
道
旭
山

市
立
旭
山
動
物
公
園
長
の
坂
東
元

さ
ん
が
、「
伝
え
る
の
は
命
の
輝
き
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
ま
し
た
。

　

旭
山
動
物
公
園
は
、
10
年
ほ
ど

前
に
は
閉
園
の
危
機
に
あ
り
ま
し

た
が
、
動
物
の
自
然
な
生
態
が
見

ら
れ
る
行
動
展
示
を
実
施
し
、
日

本
一
の
入
園
者
数
を
記
録
す
る
ま

で
に
な
っ
た
動
物
園
で
す
。
坂
東

園
長
は
、
全
国
各
地
で
講
演
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
県
内
で
は
新
地
町

が
初
め
て
で
し
た
。

　

獣
医
師
の
資
格
を
持
つ
坂
東
園

長
は
、
動
物
た
ち
と
の
生
活
や
、

動
物
た
ち
の
生
死
を
目
の
当
た
り

に
し
て
き
た
経
験
か
ら
、獣
医
師
、

園
長
と
し
て
の
仕
事
、
仕
事
を
通

し
て
感
じ
た
命
の
尊
さ
を
生
徒
に

語
り
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駒
ヶ
嶺
小
学
校
で
の
邦

楽
体
験
教
室
、
尚
英
中
学
校
で
の

狂
言
鑑
賞
教
室
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

伝
統
あ
る
日
本
の
芸
能
に
親
し
む

と
と
も
に
、
普
段
は
体
験
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
さ
せ

る
こ
と
で
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
の

可
能
性
を
広
げ
、
物
事
に
対
す
る

関
心
・
意
欲
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
町
で
は
、
子
ど
も

た
ち
の
生
き
る
力
を
育
成
し
、
社

会
の
中
で
た
く
ま
し
く
自
立
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
能
力
を
養
う

教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

三味線を体験する児童

　学校教育では、直接体験を重視した「生
活科」を新設したり、子ども主体の学習
を展開する「総合的な学習の時間」を小・
中・高で位置づけたりしてきています。
　これらの学習スタイルの特徴は、自ら
の問題を発見し、解決の方法を考え調べ
ていくところです。地域の自然環境をい
かした観察・調査などの自然体験や地域
の施設見学、地域の人々との関わりを大
切にした社会体験は、他者の存在を意識
し、生きた体験の積み重ねとして重要な
ことです。教え込む教育から自ら学ぶ教
育への転換とも言えます。
　ボランティアによる学校支援や出前講
座、体験教室等の機会を通して子どもたち
に関わる家庭・地域が学校と連携し、生
きる力を育む体制を強化していくことが
肝要だと考えています。

Interview◎体験学習

駒ヶ嶺小学校

　山邉　彰一　校長

●03
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Interview◎食育

新地町地域学校保健委員会長
尚英中学校

　渡辺　亮惠　校長
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ン
テ
ィ
ア
『
根
っ
こ
の
会
』
の
み

な
さ
ん
の
指
導
で
、
５
月
に
さ
つ

ま
い
も
の
苗
植
え
、
10
月
に
さ
つ

ま
い
も
の
収
穫
を
行
っ
て
お
り
、

自
分
た
ち
で
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い

も
が
、給
食
で
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。

　

育
て
、
収
穫
す
る
喜
び
を
味
わ

う
こ
と
で
、
食
へ
の
興
味
関
心
を

向
上
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
栽
培

に
係
る
一
連
の
勤
労
体
験
を
通
し

て
、
働
く
こ
と
の
意
義
や
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
食
育
活
動

で
す
。

家
族
で
食
を
考
え
る

　

駒
ヶ
嶺
小
学
校
で
は
、
親
子
料

理
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
労

働
環
境
の
変
化
や
核
家
族
の
増
加

　平成20年度から、町内各小中学校では、
「家庭・学校・地域の連携で取り組む食育
の充実」を目指し、食に関する親子の実
態・意識調査を通して児童・生徒の生活
や心の課題を考え、その結果の分析によ
り、各学校や全体の課題を明確にするこ
とができました。その解決に向けて新地
町地域学校保健委員会で、本文にある「食
育提言」を確認し、保護者の皆さんへ報
告しました。
　今年度は、「学校の給食と家庭の食卓が
連携し、野菜嫌いの児童・生徒をなくす
工夫」をテーマに設定し、次にご紹介の
とおり、各学校で実践してきました。
　２月２日に開催しました同保健委員会
において、各学校の実践発表、学校医・学
校歯科医・学校薬剤師の皆さまや保護者
の方々との意見交流、ご指導ご助言を頂
戴し、学校の立場から『「学校は・・しま
す」食育』を宣言いたしました。この書面
をとおして、地域の皆さまから学校教育
における食育推進への取り組みについて、
理解とご助言を頂ければ幸いであります。

　

町
内
の
各
小
・
中
学
校
の
教
職

員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
関
係
者
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
新
地
町
地
域
学
校
保

健
委
員
会
で
は
、
学
校
給
食
と
家

庭
の
食
卓
が
連
携
し
た
児
童
・
生

徒
の
食
育
推
進
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

食
育
と
は
、「
食
」
に
関
す
る
知

識
と「
食
」を
選
択
す
る
力
を
養
い
、

健
全
な
食
生
活
を
実
現
す
る
も
の

で
す
。
平
成
17
年
に
は
食
育
基
本

法
が
成
立
し
、
国
や
地
方
公
共
団

体
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
関
が
こ
れ
を
推
進
す
る
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

育
て
収
穫
す
る
喜
び

　

福
田
小
学
校
で
は
、
学
校
ボ
ラ

01．誕生日給食
02．さつまいもの苗植え指導
03．地域の方との給食試食会
04．親子料理教室

家庭で行ってほしい５つの提言
１.朝ご飯にもう１品！
２.半分は取り入れようお魚料理！
３.たっぷり食べよう地元でとれた旬野菜！
４.大切にしたいね食卓を囲んで親子の会話！
５.ご飯の準備に後片付け進んで手伝う家族の和！
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地
域
と
の
連
携

　

尚
英
中
学
校
で
は
、
昨
年
度
か

ら
地
域
住
民
を
招
き
、
生
徒
と
と

も
に
給
食
を
食
べ
る
『
ふ
れ
あ
い

給
食
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
域

の
食
文
化
や
特
産
物
、
食
生
活
の

変
化
な
ど
、
地
域
住
民
と
生
徒
が

話
し
合
う
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
食
材
を
使
っ
た

給
食
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
地

産
地
消
の
実
現
と
と
も
に
、
安
心

安
全
な
給
食
の
提
供
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

生
徒
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
食

文
化
を
知
り
、
郷
土
愛
を
育
ん
で

い
ま
す
。

食
育
宣
言

　

新
地
町
地
域
学
校
保
健
委
員
会

で
は
、
食
育
を
推
進
す
る
た
め
の

『
食
育
宣
言
』
を
採
択
し
、
今
後
、

小
・
中
学
校
に
お
け
る
取
り
組
み

の
指
針
と
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
成
長
を

願
い
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一

体
と
な
り
、こ
れ
か
ら
も
『
食
育
』

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

な
ど
で
、
家
庭
内
で
子
ど
も
と
の

会
話
を
す
る
機
会
が
減
っ
て
い
る

中
で
、
大
人
と
子
ど
も
が
一
緒
に

な
っ
て
料
理
を
す
る
こ
と
で
、
同

じ
時
間
を
共
有
し
、
食
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
野
菜
を
使
っ
た
お

や
つ
作
り
を
実
施
し
ま
し
た
。
野

菜
を
使
う
こ
と
で
、
栄
養
面
も
考

え
た
手
作
り
お
や
つ
は
、
健
康
に

も
よ
く
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。意

識
の
改
善

　

新
地
小
学
校
で
は
、
健
康
教
室

『
す
こ
や
か
』
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
健
康
に
関
す
る
学
習
や
指
導

の
ほ
か
、
生
活
習
慣
や
食
事
の
内

容
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
食
習
慣
、
生

活
習
慣
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま

す
。
チ
ェ
ッ
ク
し
た
な
か
で
問
題

が
あ
る
場
合
に
は
、
家
庭
と
の
連

携
で
改
善
指
導
も
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
月
、
誕
生
日
給
食
と
し

て
、
学
年
や
ク
ラ
ス
の
枠
を
こ
え

た
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
の
給
食
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
学
年
の
違
う

児
童
同
士
で
の
会
話
を
通
し
て
、

後
輩
を
思
い
や
る
心
を
育
み
、
先

輩
の
行
動
を
学
ん
で
い
ま
す
。

食育を推進するための『食育宣言』を採択し、
小・中学校における取り組みの指針とします。

食育宣言　『学校は・・・します』
１. 食べる力を育むために
　　からだによい食材や栄養のバランスなどについて学ばせ、
　　野菜などをすすんで食べられるようにします。

２. 感謝の心を育むために
　　心を込めて「ありがとう」「いただきます」「ごちそうさま」を言えるようにします。

３. 郷土愛を育むために
　　給食や家庭科の授業などに町の食材を積極的に取り入れます。

学校教育は、今
―　食育宣言　―

●02●01
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戸籍の電算化戸籍の電算化がスタートがスタート
　町では、戸籍事務の迅速化、行政サービスの向上を図るため、コンピュータ
による新システムを導入した戸籍事務を行います。町民のみなさんに、より見
やすくなった証明書を３月１日㈪から発行します。

戸籍に登録されている方が、どこに住
んでいるのかを把握するために、戸籍
の附票制度があります。これは住民基
本台帳に基づいて、全国の市区町村か
らの通知により住所の異動を記録した
ものです。戸籍事務に平行してこの附
票も電算化されます。電算化直後の附
票には、その時点の現住所だけを記録
し、以後、住所の異動を順次追加して
いきます。電算化前の履歴が必要な場
合は「改製原票の写し」を請求してく
ださい。

変更項目 導入前 導入後

名　称 戸籍謄本
戸籍抄本

全部事項証明書
個人事項証明書

用　紙 Ｂ４判横長
Ｂ４判縦長 Ａ４判縦長

書　式 文書体縦書き 項目別に横書きになり記
録内容が一目でわかる

用　紙 白紙 地紋紙
（偽造防止）

公　印 朱肉印 黒色の公印
（電子印）

字　体
辞典に載っていない誤字
や略字を「氏」や「名」に
使用している場合がある

辞典に載っている正字ま
たは俗字に改めて記録さ
れる

　※手数料　戸籍謄抄本４５０円
　　　　　　除籍謄抄本７５０円　　　導入前と同額

３月１日に行われた電算化開始式新しい証明書

従来の証明書

■戸籍の証明書が
　　　　変わります

■戸籍の附票も
電算化されます

■電算化による変更点

戸籍の電算化戸籍の電算化がスタートがスタート

新しい証明書第一号を発行
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住
所
を
変
更
し
た
と
き
に
は
、

役
場
へ
の
住
民
登
録
の
届
け
出
が

必
要
で
す
。

　

正
し
い
住
所
を
届
け
て
お
か
な

い
と
、
選
挙
が
で
き
な
か
っ
た

り
、
国
民
年
金
や
児
童
手
当
な
ど

の
給
付
が
う
け
ら
れ
な
く
な
る
ば

か
り
で
な
く
、
子
ど
も
の
予
防
接

種
や
入
学
に
ま
で
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
住
民
登
録
制
度
は
、
各
種

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
大

切
な
も
の
で
す
。
下
表
に
該
当
す

る
方
は
、
必
ず
期
限
内
に
役
場
窓

口
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
場
合
に
は
登
録
本
人
宛
に
照

会
文
書
を
郵
送
し
て
、
申
請
に
相

違
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
ま
す
の

で
２
、３
日
程
度
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
を

申
請
す
る
場
合
に
は
、
印
鑑
登
録

証
（
カ
ー
ド
）
を
忘
れ
ず
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

住
民
登
録

　

印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
金
銭
の

貸
し
借
り
や
登
記
な
ど
に
使
わ
れ

る
大
切
な
も
の
で
す
。そ
の
た
め
、

印
鑑
登
録
を
行
う
に
は
、
登
録
す

る
印
鑑
の
他
に
本
人
で
あ
る
こ
と

を
確
認
す
る
た
め
運
転
免
許
証

等
、
官
公
庁
で
発
行
し
た
写
真
入

り
の
身
分
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

病
気
や
仕
事
な
ど
で
本
人
が
お

越
し
に
な
れ
な
い
場
合
に
は
代
理

で
の
申
請
が
で
き
ま
す
が
、
本
人

（
自
筆
）
の
委
任
す
る
旨
の
書
面

（
代
理
人
選
任
届
な
ど
）、
代
理
人

の
印
鑑
、
代
理
人
の
身
分
証
明
書

印
鑑
登
録

　

近
年
、
本
人
に
な
り
す
ま
し
、

転
出
や
転
入
な
ど
の
届
出
を
す
る

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
件
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
住
民
の
異
動
届

出
や
印
鑑
登
録
な
ど
を
さ
れ
る
方

に
身
分
証
明
書
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
、
本
人
の
確
認
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
人
確
認
書
類
は
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
運

転
免
許
証
、
そ
の
他
官
公
庁
が
発

行
し
た
書
類
等
で
、
本
人
の
写
真

が
貼
り
付
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

身
分
証
明
書
が
必
要
で
す

届け出はお早めに届け出はお早めに

住所変更等の届け出
届出事項 届出期間 持参するもの

転入届
（ 他の市町村から引っ越してきた
とき）

新地町に住み始めた日から
14日以内

・届出人の印鑑
・転出証明書
　（前住所地で交付されたもの）
・国民年金手帳（加入者のみ）
・本人確認書類（※）

転出届
（他の市町村に引っ越すとき）

転出する日・転出先が決まったら
速やかに

・届出人の印鑑
・印鑑登録証 ( 登録者のみ )
・国民健康保険証 ( 加入者のみ )
・本人確認書類（※）

転居届
（町内で住所を変えたとき）

新しい住所に住み始めた日から
14日以内

・届出人の印鑑
・国民健康保険証 ( 加入者のみ )
・本人確認書類（※）

世帯主変更届・世帯分離届・世帯
合併届
（ 世帯主が変わったり世帯を合併・
分離したりしたとき）

変更した日
・届出人の印鑑
・国民健康保険証 ( 加入者のみ )
・本人確認書類（※）

（※） 本人確認書類とは、運転免許証、住基カード（写真入り）やパスポートなど官公庁発行の写真入
りの身分証明書（有効期限内のもの）等です。

　３月・４月は転勤や新入学などで、住所変更等に関する届出が一年の内で最
も多い時期です。新地町に移ってきたときや町外に移るときには転入・転出の
届出が必要です。早めの手続きをお願いします。

印鑑登録証（カード）

届け出はお早めに届け出はお早めに
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国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20

歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
し
ま
す
。
上
の
表
で
自
分

の
加
入
す
る
種
別
を
確
認
し
、
忘

れ
ず
に
保
険
料
を
納
め
ま
し
ょ

う
。

が
で
き
ま
す
。

　

対
象
者
は
「
平
成
３
年
３
月
以

前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で

あ
っ
た
学
生
」
並
び
に
「
昭
和
61

年
３
月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加

入
対
象
者
で
あ
っ
た
厚
生
年
金
等

に
加
入
し
て
い
た
方
の
配
偶
者
」

で
、
国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
期
間
に
初
診
日
が
あ

り
、現
在
障
害
基
礎
年
金
の
１
・
２

級
相
当
に
該
当
す
る
方
。

　

認
定
の
是
非
に
つ
い
て
は
過
去

の
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
で
時
間

が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
さ
れ
た
場
合
、
給

付
金
は
請
求
月
の
翌
月
分
か
ら
支

給
に
な
り
ま
す
。
請
求
が
遅
れ
た

場
合
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
遺
族
基
礎
年
金

　

生
計
を
維
持
す
る
方
に
先
立
た

れ
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ

妻
や
、
子
ど
も
が
残
さ
れ
た
時
に

は
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金

み
ん
な
で
支
え
て
い
ま
す

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
万
一
の
時
に
み
な
さ
ん
の
生
活
を
経
済
的

に
支
え
る
大
切
な
制
度
で
す
。
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方

が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
受
給
世
代
の
給
付
を
支
え
て

い
ま
す
。

み
ん
な
が
加
入
国
民
年
金
！

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
保

障
の
目
的
だ
け
で
は
な
く
、
ケ
ガ

や
病
気
に
よ
っ
て
障
害
者
に
な
っ

た
と
き
や
、
一
家
の
大
黒
柱
を

失
っ
た
と
き
な
ど
に
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
老
齢
基
礎
年
金

　

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除

さ
れ
た
期
間
の
合
計
が
25
年
以
上

あ
る
方
が
、
65
歳
に
な
っ
た
と
き

受
給
は「
老
齢・障
害・遺
族
」

の
３
種
類

か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
開
始
の
時
期
は
、
希
望
に

よ
っ
て
、
60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に

繰
り
上
げ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
場
合
本
来
の
年
金

額
（
満
額
）
よ
り
も
減
額
さ
れ
ま

す
。
逆
に
支
給
開
始
時
期
を
65

歳
以
降
に
繰
り
下
げ
る
こ
と
も
で

き
、
こ
の
場
合
は
繰
り
下
げ
期
間

に
応
じ
て
増
額
さ
れ
ま
す
。

■
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
加
入
中
や
20
歳
前

に
、
病
気
や
ケ
ガ
が
も
と
で
障
害

者
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
障
害
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
一
定
の
条
件
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
受
給
で
き
ま
せ

ん
。

　
　

特
別
障
害
給
付
金
制
度

　

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
し
て

い
な
い
障
害
者
の
方
で
、
次
の
項

目
に
該
当
す
る
方
は
、「
特
別
障

害
給
付
金
」
の
申
請
を
す
る
こ
と

■
寡
婦
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
の

あ
る
夫
が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く

な
っ
た
場
合
、
妻
が
60
歳
か
ら
65

歳
の
間
、
夫
の
年
金
額
の
４
分
の

３
の
年
金
を
受
給
で
き
ま
す
。

■
死
亡
一
時
金

　

３
年
以
上
保
険
料
を
納
め
た
方

が
年
金
を
受
給
せ
ず
に
亡
く
な
っ

た
場
合
、
納
め
た
期
間
に
応
じ
て

一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
未
支
給
年
金

　

老
齢･

障
害･

遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
た
方
が
亡
く
な
っ

た
場
合
、
亡
く
な
っ
た
月
ま
で
の

受
給
し
て
い
な
い
分
が
受
け
取
れ

ま
す
。

一
時
的
な
年
金

職　業 自営業、学生、
無職 会社員、公務員

会社員・公務員などに
扶養されている妻また
は夫

種　別 第1号被保険者 第2号被保険者 第3号被保険者

手続場所 住所のある
市区町村 勤務先 配偶者の勤務先

保険料
納付

納付書、口座振替、
ネットバンキング 給料から差し引き 納付の必要なし
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収
入
が
少
な
い
方
や
学
生
な
ど

は
免
除
（
猶
予
）
制
度
が
あ
り
、

申
請
を
し
て
承
認
を
受
け
る
と
そ

の
期
間
の
保
険
料
が
免
除（
猶
予
）

さ
れ
ま
す
。（
詳
し
い
内
容
等
は
、

下
記
の
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）
こ
の
期
間
分
は
受

給
す
る
と
き
に
減
額
さ
れ
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
10
年
以
内

に
追
納
し
た
場
合
は
減
額
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

年
金
を
受
給
す
る
と
き
は
、
自

分
か
ら
請
求
し
な
け
れ
ば
も
ら
え

ま
せ
ん
。
一
時
金
や
未
支
給
年
金

も
同
様
で
す
。
忘
れ
ず
に
手
続
き

し
ま
し
ょ
う
。

自
ら
が
納
め
る
よ
う
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
時
は
、
年
金
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続

き
を
せ
ず
に
放
っ
て
お
く
と
、
年

金
の
受
給
に
大
き
な
影
響
が
で
て

き
ま
す
。
忘
れ
ず
に
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◉
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課　
（
☎
62
２
９
３
２
）

相
馬
年
金
事
務
所（☎

36
５
１
７
３
）

20歳になったら国民年金の手続きをお忘れなく

「将来のゆとりと安心のために「将来のゆとりと安心のために
制度を知り大切な受給権を守りましょう」制度を知り大切な受給権を守りましょう」

免除・猶予制度 内　　　　容

保険料免除制度

本人 ･ 配偶者 ･ 世帯主の前年所得が
一定基準以下で収入が少ない方や､
天災 ･ 失業 ･ 廃業 ･ 倒産などを理由
とする方が要件にあてはまると免除
されます。

若年者猶予制度

30歳未満の方に限られます｡ 本人 ･
配偶者の前年所得が一定基準以下で
収入が少ない方や､ 天災 ･ 失業 ･ 廃
業 ･ 倒産などを理由とする方が要件
にあてはまると猶予されます。

学生納付
特例制度

修業年限が 1年以上の課程に在学し
ている 20 歳以上の学生で､ 本人の
前年所得が一定基準以下であれば猶
予されます。

●学生納付特例制度の継続
　 平成 21年度において、学生納付特例制度により保険
料を猶予されている方で、引き続き在学予定の方には、
日本年金機構から「基礎年金番号」等の事項が記載さ
れたハガキ形式の申請書が郵送されます。
　 継続でご利用される方は、申請書を４月中届くように
返送してください。

納
付
が
困
難
な
と
き

請
求
が
必
要
で
す

　

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
な

ど
人
生
の
節
目
で
は
、
加
入
す
る

年
金
が
変
わ
っ
た
り
、
保
険
料
を

人
生
の
節
目
で
は

手
続
き
を
忘
れ
ず
に
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このまちで　健康に暮らす

母と子の健康
（３月・４月）

健康診査等 対　象　者 日　時

母子手帳
交　　付

妊娠とわかったら、
なるべく早く母子
健康手帳の交付を
受けましょう

3/19㈮
4/ 2㈮
4/16 ㈮

9時～ 10時

ポリオ生
ワクチン

生後３か月～90か
月未満（なるべく
生後18か月までに
接種）

4/ 2㈮
12時30分～13時

３か月児
健　　診

平成21年１０月21日
～12月21日生まれ

3/19㈮
12時20分～30分

離　乳　食
相　談　会

平成21年7月～
10月生まれ

3/9㈫
９時45分～10時

10か月児・
１歳児健診

平成21年6・7月生まれ
平成21年2・3月生まれ

4/12㈪
13時～
13時15分

２ 歳 児
歯科健診

平成19年10月～
12月生まれ

3/ 9㈫
13時～
13時15分

３ 歳 児
健　　診

平成18年10月～
12月生まれ

3/ 9㈫
13時～
13時15分

◎場所は保健センター
・平成 23 年度新地町乳幼児健診・予
防接種日程表の配布は、３月下旬から
となります。
また、町ホームページにも掲載します。

・活動時間は午前10時からです。
・ 月～土（午前 10 時～ 12 時）は「な
かよしひろば」として児童館を開放し
ていますのでご利用ください。

たんぽぽひろば（３月）
期　日 内　容 場　所

３月17日㈬ 開講式・人形劇 児童館

健康が気になる
あなたへ

保健センター
（☎62２０９６）

Health　Support

１月 18 日に行
われた３歳児健
診では、虫歯０
の子どもは受診
者 17 名 中 14
名でした。

虫歯０の
子どもたち

木村　聡太くん
（富　倉）

近藤　慶太くん
（城　内）

山崎　大貴くん
（下真弓）

佐藤　悠人くん
（今　泉）

加藤結花ちゃん
（下真弓）

水戸　煌大くん
（杉　目）

菅野藍夢ちゃん
（新地町）

佐藤　歩大くん
（新地町）

遠藤　蒼太くん
（新　町）

石田乃愛ちゃん
（新地町）

細山千咲希ちゃん
（作　田）

森　海音くん
（釣　師）

山本咲妃ちゃん
（新地町）

渡部　隼くん
（杉　目）

　５月から町の総合検診が始まります。申し込みは済みましたか？
検診は、現在の健康状態をチェックし、検診結果やその変化を参考にして、
病気の予防・管理や病気の早期発見が目的です。
◆ ｢特定健診｣ でメタボリック　シンドロームを予防！
　メタボリックシンドロームとは「内臓脂肪」が蓄積している状態です。
この「内臓脂肪」を減らせば高血圧、脂質異常症、糖尿病、さらには
心臓病や脳卒中などの生活習慣病の進行をくい止めることが、近年の研

特定健診・がん検診を受けましょう
保健センター　小野　栄子

究からわかってきました。
　｢特定健診｣ では、内臓脂肪の蓄積をチェックし、メタボリックシンドロームのリスクを見つけるこ
とで、自覚症状のない段階から生活習慣の改善を行うことを目的としたものです。　
　健診後は、内臓脂肪の蓄積・血糖・血中脂質・血圧などリスクのある人を対象に生活習慣を変える
ための支援（特定保健指導）が行われます。
　特定健診は、４０～７４歳の方が対象になります。国保加入者の方は、申し込みの有無に関係なく
対象となるので、町の検診期間中に受けましょう。（社会保険等の被扶養者の方は、医療保険者にお問
い合わせください。）



⑾　Ｈ 22．3．5．

こんにちは
ヶ
嶺
保 育 所

　　保育所から
　

駒
ヶ
嶺
保
育
所
で
は
、
毎
年
節

分
の
日
に
鬼
行
列
を
行
っ
て
い
ま

す
。
赤
、
青
、
緑
、
黄
色
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
手
作
り
の
鬼
の
面
を

か
ぶ
っ
て
出
発
し
ま
す
。
か
み
し

も
や
鬼
の
衣
装
を
着
た
保
護
者
役

員
の
み
な
さ
ん
、
大
き
な
鬼
の
張

医食同源
～健康になるためのレシピ～

今年度、新地・駒ヶ嶺小学校の児童、
保護者の方を対象におやこ食育教室
を開催し、野菜を使ったおやつづく
りをしました。野菜嫌いなお子さん
におすすめのおやつです。

野菜入り
　　蒸しパン

●お誕生会
 ３ 日㈬ 各保育所
●小学校訪問・懇談会
 ８ 日㈪ 福田保育所
●お別れ会
 10 日㈬ 各保育所
●育児相談
 10 日㈬ 新地保育所
 18 日㈭ 福田保育所
 19 日㈮ 駒ヶ嶺保育所
●満了式
 29 日㈪ 各保育所

３月の行事予定

鬼
は
外
！　

福
は
内
！作り方

① ほうれん草はかためにゆで、細
かくきざむ。

　にんじんは皮をむき、すっておく。
② 卵は卵黄と卵白に分け、卵白を
固くなるまで泡立てる。卵黄は
溶いておく。

③ ボウルに小麦粉とベーキングパ
ウダーを混ぜ合わせていれ、ス
キムミルク、砂糖、卵黄、①の
野菜、牛乳を入れ、混ぜ合わせる。
④ ③に②の卵白を混ぜ合わせ、ア
ルミカップに入れ、蒸気の上がっ
た蒸し器で蒸す。（中火で蒸す）
※混ぜ合わせたら、早めに蒸す。

材料（６個分）
ほうれん草 ６０ｇ
にんじん ２０ｇ
小麦粉 １４０ｇ
ベーキングパウダー ５ｇ
スキムミルク ２０ｇ
砂糖 ５０ｇ
卵 １個
牛乳 １００ml

♡
168
♡

り
子
を
乗
せ
た
リ
ヤ
カ
ー
を
先
頭

に
、
駒
ヶ
嶺
町
内
を
練
り
歩
き
ま

す
。

　
「
鬼
は
外
！　

福
は
内
！
」
と
、

子
ど
も
た
ち
が
元
気
な
声
を
か
け

な
が
ら
歩
い
て
行
く
と
、
行
く

先
々
で
地
域
の
人
た
ち
が
笑
顔
で

出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
寒
い
中
で

も
、
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
の
鬼

行
列
を
見
よ
う
と
、お
じ
い
さ
ん
、

お
ば
あ
さ
ん
も
た
く
さ
ん
沿
道
に

出
て
き
て
く
れ
ま
す
。
出
迎
え
て

く
れ
た
地
域
の
方
々
に
は
、
福
豆

を
配
り
、
一
年
の
無
病
息
災
を
願

い
ま
す
。
地
域
の
人
も
楽
し
み
に

し
て
い
て
く
れ
る
行
事
と
し
て
、

鬼
行
列
は
毎
年
恒
例
に
な
っ
て
い

ま
す
。

心
の
中
の
悪
い
鬼
を

追
い
出
そ
う
！

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

◎
雪
景
色
を
見
て

「
先
生
！　

雪
の
ペ
ン
キ
屋

さ
ん
が
来
た
ね
！
」

◎
豆
ま
き
を
し
て
い
て

「
先
生
！　

鬼
っ
て
オ
ス
？

　

メ
ス
？　

ど
っ
ち
！
？
」

駒

　

こ
う
し
た
地
域
に
密
着
し
た
伝

統
行
事
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
切
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
今
年

も
子
ど
も
達
の
か
け
声
で
、
心
の

中
の
悪
い
鬼
を
追
い
出
し
、
健
康

で
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
ね
。
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役場直通
電話表

っ
た
場
合
は
、
次
の
優
先
順
位
に

従
い
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

１
．
町
外
か
ら
転
入
し
、
町
内
企

業
等
に
就
職
す
る
た
め
住
居
を
必

要
と
し
て
い
る

２
．
義
務
教
育
終
了
前
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る

３
．
婚
姻
の
た
め
住
居
を
必
要
と

し
て
い
る

　

な
お
、
希
望
住
宅
が
他
の
申
込

者
と
重
な
っ
た
場
合
に
は
、
く
じ

に
よ
り
入
居
住
宅
を
決
定
し
ま
す
。

・
18
歳
以
下
の
子
供
を
養
育
し

て
い
る
世
帯
に
対
し
て
、
月
５
，

０
０
０
円
の
助
成
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
小
川
町
営
住
宅

募
集
戸
数　

９
戸
（
１
号
棟
４
〜

５
階
、
２
号
棟
４
〜
５
階
）

月
額
家
賃
等　

１
４
，
９
０
０
円

〜
２
９
，
２
０
０
円
（
収
入
に
応

じ
て
決
定
し
ま
す
）

入
居
資
格

・
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
な
こ
と

・
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
予
約
者

等
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と

　
（
た
だ
し
60
歳
以
上
の
方
ほ
か

条
例
で
定
め
る
方
に
つ
い
て
は
単

身
で
も
入
居
出
来
ま
す
）

　

町
で
は
、
小
川
定
住
促
進
住
宅

お
よ
び
小
川
町
営
住
宅
の
入
居
者

を
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
共
通
事
項

所
在
地　

小
川
字
川
向
地
内

構　

造　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

５
階
建

部
屋
数　

３
Ｄ
Ｋ

駐
車
場　

民
間
駐
車
場

申
込
方
法

　

都
市
計
画
課
よ
り
入
居
申
込
書

を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入

し
て
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
類
の

返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

募
集
期
間　

３
月
５
日
㈮
〜
３
月

25
日
㈭

　

町
で
は
、
３
月
15
日
㈪
ま
で
平

成
22
年
度
町
県
民
税
の
申
告
受
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。
指
定
日
に
申

告
で
き
な
か
っ
た
方
、
ま
だ
申
告

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
期
間
内
に

申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

時
間

【
午
前
】
９
時
〜
11
時
30
分

【
午
後
】
13
時
〜
16
時

場
所　

役
場
１
階

１
０
１
・
１
０
２
会
議
室

◉
問
い
合
わ
せ

税
務
課
（
☎
62
２
１
１
９
）

町
県
民
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

nformationi
暮らしの情報

　町体育協会では、次のとおりスポーツ講
演会を開催します。ご家族お誘い合わせの
うえ、ぜひご来場ください。
日　時　３月16日㈫　19時～20時30分
場　所　農村環境改善センター
講　師　福島大学人間発達文化学類准教授

安田　俊広　氏
演　題
　「運動でカラダもココロも健康に！」
入場料　無料
主　催　新地町体育協会
後　援　新地町公民館
◉問い合わせ　新地公民館（☎62２０８５）

入 

居 

者 

募 

集

入
居
予
定
日　

４
月
１
日
㈭
よ
り

■
小
川
定
住
促
進
住
宅

募
集
戸
数　

25
戸
（
１
号
棟
１
〜

３
階
、
２
号
棟
１
〜
３
階
）

月
額
家
賃
等　

３
８
，
６
０
０
円

入
居
資
格

・
町
内
に
定
住
を
希
望
し
、
か
つ

居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と

・
現
に
同
居
し
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
（
婚
姻
の
予
約
者

等
を
含
む
）
が
あ
る
こ
と

・
前
年
の
所
得
金
額
が
月
額

１
５
８
，
０
０
０
円
を
超
え
て
い

る
こ
と

・
納
期
の
到
来
し
て
い
る
町
税
等

を
完
納
し
て
い
る
こ
と

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

そ
の
他

・
応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
上
回

スポーツ講演会開催
・
収
入
が
決
め
ら
れ
た
額
以
下
で

あ
る
こ
と
（
一
律
の
額
で
は
な
く

入
居
人
数
や
家
族
の
状
況
に
よ
り

異
な
る
た
め
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

・
納
期
の
到
来
し
て
い
る
町
税
等

を
完
納
し
て
い
る
こ
と

・
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

そ
の
他

　

応
募
者
数
が
募
集
戸
数
を
上
回

っ
た
場
合
は
、
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
し
ま
す
。

  

入
居
決
定
し
た
方
を
対
象
に
、

後
日
抽
選
で
入
居
住
宅
を
決
定
し

ま
す
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
☎
62
２
１
１
３
）

定住促進住宅

内覧会開催
 ３月 20 日㈯
  21 日㈰
 10時～16時
どなたでも見学できますの
で、お気軽にお越しください。
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新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

１
名

資　
　

格

　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を
有

す
る
方
（
平
成
22
年
３
月
末
ま
で

資
格
取
得
見
込
み
の
方
を
含
む
）

試
験
日　

３
月
23
日
㈫
（
予
定
）

内　

容　

作
文
・
面
接

申
込
方
法

　

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ

る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
19
日
㈮

◉
問
い
合
わ
せ

新
地
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
62
４
２
１
３
）

社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

生
の
部
・
一
般
の
部
（
高
校
生
以

上
）

表　

彰　

各
部
門
３
点
の
優
秀
賞

を
選
定
し
、
特
に
優
れ
て
い
る
１

作
品
を
最
優
秀
賞
と
し
ま
す
。

発
表
方
法　

入
賞
者
に
は
、
通
知

す
る
と
と
も
に
国
土
交
通
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
表
し
ま
す
。

使
用
方
法　

入
賞
作
品
は
、「
道

路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
の
推
進
に
幅

広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

そ
の
他　

応
募
作
品
の
返
却
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
入
賞
作
品
の
著
作

権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

◉
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
道
路
局

道
路
交
通
管
理
課

☎
０
３

５
２
５
３

８
１
１
１

環境美化運動に
ご協力をお願いします

町内一斉の環境美化運動を実施しま
す。みなさんのご協力をお願いします。
日　時　３月28日㈰午前６時～７時
　　※雨天の場合は４月４日に延期
◉問い合わせ　町民課

（☎62２１１６）

テ
ー
マ

　

道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済

の
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
み
ん
な

が
道
路
と
親
し
み
、
ふ
れ
あ
い
、

美
し
く
、
安
全
に
、
楽
し
く
利
用

し
、受
け
継
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

応
募
資
格　

小
学
生
以
上

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
よ
る
応
募

　

官
製
ハ
ガ
キ
１
枚
に
、（
※
１
）

標
語
１
点
と
氏
名
・
住
所
・
電
話

番
号
・
性
別
・
年
齢
・
職
業
（
小

学
生
、
中
学
生
、
一
般
（
高
校
生

以
上
）
の
別
）
を
記
入
の
う
え
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

送
付
先　

〒
１
０
０

８
９
１
８

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
２

１

３
国
土
交
通
省
道
路
局
道
路
交

通
管
理
課
推
進
標
語
係

電
子
メ
ー
ル
に
よ
る
応
募

　

※
１
を
記
入
の
う
え
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。

送
信
先

dourohyogo22@
m
lit.go.jp

応
募
期
限　

３
月
31
日
㈬

応
募
部
門　

小
学
生
の
部
・
中
学

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

標
語
募
集

　

町
野
球
リ
ー
グ
で
は
、
平
成
22

年
度
の
参
加
チ
ー
ム
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

リ
ー
グ
期
間　

４
月
〜
９
月

年
会
費　

１
チ
ー
ム
１
万
円

参
加
資
格

　

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務

す
る
方
が
所
属
す
る
チ
ー
ム

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈬

新
地
町
野
球
リ
ー
グ

参
加
チ
ー
ム
募
集

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

新
地
公
民
館
（
☎
62
２
０
８
５
）

　

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

で
は
、
３
月
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

「
わ
く
わ
く
人
形
劇
」
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時　

３
月
21
日
㈰

　

午
前
の
部　

11
時
〜
12
時

　

午
後
の
部　

13
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

14
時
30
分

場　

所　

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

内　

容

人
形
劇
「
わ
ら
っ
て
！
リ
ッ
キ
」

　

み
ん
な
と
ち
が
う
耳
を
笑
わ
れ

悩
ん
だ
ウ
サ
ギ
の
リ
ッ
キ
が
、「
ひ

と
り
ひ
と
り
、
ち
が
っ
て
い
た
っ

て
い
い
ん
だ
よ
！
」
と
い
う
大
切

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
届
け
ま
す
。

大
型
紙
芝
居
「
ね
こ
と
ね
ず
み
」

（
10
分
）

出　

演　

劇
団
す
ぎ
の
こ

対　

象　

親
子

定　

員　

午
前
・
午
後
と
も
先
着

１
５
０
名

入
場
料　

無
料

◉
問
い
合
わ
せ

相
馬
共
同
火
力
発
電
㈱
新
地
発
電

所
内
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

（
☎
62
４
７
２
２
）

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
社
会
福
祉
協
議
会
福
祉
基
金
へ

　

故
南
端
力
子
さ
ん
の
ご
遺
志
と

し
て
南
端
喜
七
さ
ん
よ
り

◆
新
地
ホ
ー
ム
へ

寄
付　

○福
楠
さ
ん
よ
り
／
鈴
木

憲
治
さ
ん
よ
り

寄
付
金　

小
野
正
さ
ん
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
30
回
61
人

／
レ
マ
ン
の
会
２
回
５
人
／
Ｊ
Ａ

す
ず
ら
ん
１
回
５
人
／
新
地
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
１
回
２
人
／
新
地
高

校
生
２
回
14
人

善
意
あ
り
が
と
う

善
意
あ
り
が
と
う

指定給水装置工事事業者一覧
No. 業　者　名 電話番号
1 桜井設備工業 ☎62４７７８
2 ㈲佐藤水道設備 ☎62３４９２
3 ㈲サンリット工業 ☎62２３４６
4 ㈱トーヨー建設 ☎36７０３０
5 おがわ衛生設備 ☎62５３１４
6 ㈱千田建設 ☎62３６１７
7 新和工業㈱ ☎62４５８１
※ 修理を依頼するときは、給水装置工事事業
者に直接依頼してください。
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●一般書 ●児童書

　成南電気工科大学にあ
る部活の一つ「機械制御
研究部」。略称【機研（キ
ケン）】＝危険。危険人物
に率いられた特殊集団で
あり、犯罪スレスレの「実
験」も日常的に行われ…。
ヤバイ奴らが巻き起こす
熱血青春ドタバタ劇。

『キケン』 有川　浩

『蝦蟇倉市事件１』 伊坂　幸太郎　ほか
『北帰行』 佐々木　譲
『ブルーシート』 浅尾　大輔
『数えずの井戸』 京極　夏彦
『咲くやこの花』 藤本　有紀・青木　邦子
『もいちどあなたにあいたいな』 新井　素子
『東京アクアリウム』 小池　真理子
『ぬらりひょんの孫』 椎橋　寛・大崎　知仁
『「ヨコミネ式」天才づくりの教科書』
 横峯　吉文
『「できない」を「できる !」に変える
《スーパー公務員・木村俊昭の
　人と地域を元気にする仕事術》』 木村　俊昭
 ほか

　　＝新着本のご案内＝
図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう

　まわりの人たちがジャン
グルの動物に見えちゃう
「ジャングルめがね」。さあ、
「ジャングルめがね」をか
けて、大探検に出発しよ
う！想像の世界に遊びなが
ら豊かなこころを育てる、
愉快で楽しいおはなし。

『ジャングルめがね』 筒井　康隆／作
 にしむらあつこ／絵

図書館カレンダー

は休館日

町図書館
☎62 5031は館内整理日

３月の読み聞かせ会
日時：日時：３月20日㈯　11時～３月20日㈯　11時～
　　図書館ボランティア「スイミー」の皆図書館ボランティア「スイミー」の皆
さんによる、絵本の読み聞かせや工作さんによる、絵本の読み聞かせや工作
などを行います。などを行います。
　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。　内容は、幼児から小学校低・中学年向きです。

●ＣＤ
『Ｅｖｅｒｙ　Ｂｅｓｔ　Ｓｉｎｇｌｅ
～ＣＯＭＰＬＥＴＥ～』（４枚組）
 Ｅｖｅｒｙ　Ｌｉｔｔｌｅ　Ｔｈｉｎｇ
『演歌名曲コレクション11～ときめきのルンバ～』
 氷川　きよし
『ＢＥＳＴ　ＳＥＬＥＣＴＩＯＮ　２０１０』
　（２枚組） 東方神起
 ほか

『アンパンマンとかぜこんこん』 やなせ　たかし
『ＩＱ探偵タクト　季節はずれの幽霊騒動』
 深沢　美潮
『ひなちゃんの歳時記』 南　ひろこ

　二年前の秋、杉下希美は台
風による床上浸水をきっかけ
に、同じアパートに住む安藤、
西崎と親しくなり、やがてあ
る計画に手を染めていく。す
べては「N」のために。タワー
マンションで起きた悲劇的な
殺人事件の真相を、モノロー
グ形式で抒情的に解き明かす。

『Ｎのために』 湊　かなえ

　タイのおなかに真珠を入れ
たのは誰？「カタコリのつ
ぼ」を盗もうとする女泥棒ミ
ス・ラビットはどこに？探偵・
ミルキー杉山といっしょに謎
解きを楽しみ、犯人を当てよ
う！「タイとしんじゅ事件」
など３編を収録。

『せかいいちの名探偵』 杉山　亮／作
 中川　大輔／絵

携帯電話での蔵書検索及び予約のご案内
　携帯電話から図書館資料の検索ができるよう
になりました。また、ご来館され、メールアド
レスとパスワードの登録を
されますと予約もできます。
　詳しくは図書館まで
　お問い合わせください。

 日 月 火 水 木 金 土

 7 8 9 10 11 12 13
 14 15 16 17 18 19 20
 21 22 23 24 25 26 27
 28 29 30 31 １ ２ ３
 ４ ５ ６ 7 8 9 10

４月

３月

【ＱＲコード】
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チ
リ
地
震
津
波

　
　

２
月
27
日
午
後
、
南
米
チ
リ
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
．
８
の
地
震
が
発
生
し
た
と
の

報
道
。
瞬
間
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
は
今
か
ら
50

年
前
、
地
球
の
反
対
側
、
チ
リ
で
発
生
し
た

地
震
が
大
津
波
と
な
っ
て
、
日
本
、
特
に
三

陸
海
岸
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
事

だ
っ
た
。

　

２
月
28
日
午
前
９
時
30
分
、
新
地
町
で
も

町
長
日
記

加
藤　

憲
郎

住民基本
台帳調べ（ ）

２月１日現在（　）は前月比
●人　口／8,483人（＋ ６人）
　　男　／4,160人（＋ ４人）
　　女　／4,323人（＋ ２人）
●世帯数／2,644世帯（＋３世帯）

人の動き

今月の
納 税

今月の町県民税、固定資産税、
国民健康保険税の納税は
ありません。

津
波
警
報
発
令
と
同
時
に
対
策
本
部
を
設

置
。
情
報
の
収
集
と
海
岸
地
域
の
警
戒
、
地

域
住
民
へ
の
安
全
避
難
を
防
災
無
線
で
広
報

し
、
地
元
消
防
団
に
警
戒
を
お
願
い
し
た
。

そ
の
後
、
当
地
は
大
津
波
警
報
が
出
さ
れ
て

い
る
宮
城
県
と
接
し
て
い
る
観
点
か
ら
、
避

難
指
示
に
切
り
替
え
、
町
内
の
避
難
指
定
場

所
に
職
員
を
配
置
し
、
避
難
し
て
き
た
住
民

の
対
応
に
あ
た
っ
た
。

　

何
事
も
な
く
津
波
が
引
い
て
く
れ
る
事
を

願
っ
た
。

　
◆
新
地
短
歌
会

畑
す
み
の
紅
梅
の
蕾
数
多
つ
け

　
　

日
毎
眺
め
て
開
花
待
ち
お
る

 

小
山
田　

つ
や

小
鳥
追
う
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
風
車

　
　

冬
枯
れ
の
庭
に
時
折
廻
る

 

今
野　

好
子

野
も
山
も
白
一
色
に
染
ま
る
朝

　
　

い
ぐ
ね
か
ら
飛
ぶ
雪
の
眩
し
も

 

大
須
賀　

し
づ

「
知
ら
な
か
つ
た
」
こ
れ
で
す
む
か
と
大
臣
の

　
　

お
な
じ
答
弁
あ
き
れ
て
き
き
ぬ

 

菅
野　

八
重
子

長
靴
に
凍
み
と
お
る
冷
え
感
じ
つ
つ

　
　

畑
に
残
せ
し
大
根
を
抜
く

 

桜
井　

京
子

戦
時
に
て
我
が
青
春
は
花
咲
け
ず

　
　

後
期
高
齢
楽
し
く
過
さ
ん

 

八
巻　

春
子

嫁
ぎ
き
て
二
十
年
目
に
貰
ひ
た
る

　
　

ま
こ
と
小
さ
き
ダ
イ
ヤ
の
指
輪

 
荒　

洋
子

突
然
に
召
さ
る
る
事
も
幸
せ
か

　
　

降
る
雪
眺
め
ふ
と
思
う
な
り

 

高
橋　

ク
ニ
子

部
屋
ぬ
ち
に
冬
の
陽
差
し
を
と
り
こ
み
て

　
　

明
日
来
る
娘
ら
の
布
団
拡
ぐ
る

 

桜
井　

英
子

カ
ル
タ
取
る
五
才
の
孫
は
涙
た
め

　
　

残
る
絵
札
を
じ
っ
と
見
つ
め
る

 

千
葉　

カ
ヲ
ル

（平成 22 年１月 21 日～平成 22 年２月 20 日届出）
（子供） （親） （地区）
東
とう

　真
ま

八巻　啓史・衣里子 菅　谷

渚
なぎさ

泉沢　　誠・かすみ 今　神

煌
あき

　斗
と

山口　俊明・ひろみ 原相善

心
ここ

　美
み

前川　祐樹・順　子 藤　崎

（平成 22 年１月 21 日～平成 22 年２月 20 日届出）
（死亡者） （年齢）（地区） （死亡者） （年齢）（地区）
水戸千佳子 51 歳 小　川小野ナツイ 96 歳 小　川
齋藤　敏子 68 歳 杉　目斎藤　一生 85 歳 藤　崎
南端　力子 88 歳 埒　浜作間キミイ 85 歳 釣　師
佐藤　初子 80 歳 原相善
※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出てください。

お詫びと訂正
広報しんち２月５日号15ページに掲載しまし
た内容に誤りがありました。正しくは、

【正】　荒　　巖さん　75歳
【正】　上野　薫さん　90歳

でした。
お詫びして訂正いたします。


